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The purpose of this study is to empirically clarify how we should design a 
professional development program for textbook developers by investigating a case of 
social studies textbook development training course in Japan implemented in June, 
2018. We evaluated the outcomes and issues of the case as a design-based research by 
applying the three-layer conceptual model (“Skill”, “Theory”, and “Belief”) of the 
expertise for textbook developers and five design principles for the professional 
development program focusing on “Rationale Development”. The results show the 
autonomous and positive change in belief of the trainees as well as the improvement 
of a certain degree of cognitive understanding in theory, and practical skills of textbook 
design. By disclosing and systematizing the tacit knowledge of such professional 
development program, this study implies (i) the measures of evaluating and improving 
the professional development program and its design principles for practitioners in 
international cooperation, (i) the assurance of mutuality between trainers and trainees, 
and opportunity of meta-cognition on learning process and outcomes for trainees, and 
(iii) the potential application of Japan’s experience in textbook development for 
educational researchers in the field of curriculum and instruction. 
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る。（本稿第 2 章（1）） 
④ 教育専門家の専門性開発プログラムについて
rational development の支援を重視した理論的












研修（2017 年 5 月 2 回，6 月，10 月，2018 年 1
月，2 月）と一回の本邦研修（2017 年 11 月）が
実施された。各研修では，単に社会科カリキュラ 
 






































































































（3）2018 年 6 月本邦研修の位置づけ 
2018 年度は，新社会科カリキュラムの理念を具
体化する教科書づくりを行った。本研究の対象で




























































れた計 77 名（地理 13 名，歴史 19 名，道徳・公
民 24 名，家庭・経済 21 名）を指す。その所属別
割合は，教育省職員 66.2%，国立教育院（NIE；



















































































































































































に，計 6 名だった。6 名の領域別内訳は，地理 4
名，歴史 1 名，道徳・公民 1 名。所属別内訳では，





















































































と変化した。（図 3 参照） 
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1 2018 年 6 月 18 日，19 日，20 日，21 日，22 日，25 日，26 日，28 日の 8 日分である。 
①「教科書を使った教授・学習の考え方」の変容 












































































月 18 日のセミナー1 で学んだ「理論」を表現した
ものと考えられる。 
この参加者の最終日のリフレクションシート
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資料 2 教科書開発者の専門性を高める研修プログラムの構成 
日程 時間 研修テーマと概要（抜粋） 
6月18日(月) 9:00-11:30 「オリエンテーション」「セミナー1 教科書と教育内容」 
○森分（1984）による「客観的知識の構造」の理解 
○教科書の「知識」を分類してみよう 




6月19日(火) 9:00-12:00 「セミナー2 教科書と学習課題」 
○教科書の三機能（真実性・思想性，系統性，学習指導性）を知る 
○教科書の学習課題への解答を子どもの気持ちで考えてみよう 





6月20日(水) 9:00-12:00 「セミナー4 教科書と教師の活用」 
○広島県の教育施策について 
○教科書と教師の活用について 
13:00-16:00 「フィールドワーク 1：図書館ツアー」 
○社会科教科書と授業づくりのための文献，教材，論文の収集 
○日本の歴代社会科教科書や世界各地の社会科教科書の参照 



















6月25日(月) 9:00-11:00 「演習 2：教科書のプランニング」 
○「デザイン原則」を文章で表現してみよう 
○小グループに分かれて作業 





6月26日(火) 9:00-11:30 「フィールドワーク 3：学部・大学院講義の見学」 
○教科教育に関する学部や大学院の講義を観察 
13:00-17:50 「演習 3：教科書のプランニング」 
○「デザイン原則」を検討し，アイデアを共有する 
※演習中は適宜質疑＆リフレクションシート記入 
6月27日(水) 9:00-11:30 「演習 4：教科書のプランニング」 
○翌日の Final Presentation に向けた進捗状況の確認 
○新教科書の作成，発表用ポスターの作成，発表の練習 
13:00-18:00 「演習 5：教科書のプランニング」 
○（演習 4 の続き） 
※演習中は適宜質疑 
6月28日(木) 9:00-12:30 「Final Presentation：カンボジアの教科書をこう変えたい！②」 
○ポスター発表（発表 15 分，質疑応答，専門家による講評 10 分） 
１．地理（中学校 3 年）「カンボジア経済」 
２．地理（小学校 6 年）「地理的座標」 
３．公民道徳（小学校 3 年）「地雷や不発弾のある地域の安全確保」 






※「日程」はいずれも 2018 年。「時間」は当初予定ではなく，実際に活動を行った大まかな時間を記載。 
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